
１ はじめに

生徒指導に関する基本書、あるいは体系資料として、

文部省が『生徒指導の手びき』（1965）を公刊し、16年

後には改訂版として『生徒指導の手引』（1981）として

刊行された。2010年３月に文部科学省が生徒指導に関

する学校・職員向けの基本書として『生徒指導提要』

（2010）を作成した。この「生徒指導の手引」の改訂

や「生徒指導提要」の作成には、それぞれの社会的な

背景がある。

『生徒指導の手引』（1981）への改訂においては、主

に２度にわたる教育課程の基準改定と非行の第三の

ピークと校内暴力の深刻化を踏まえての青少年の非行

の現状と原因などに所要によって行われた。

また、『生徒指導提要』（2010）作成の社会的背景の

一つに「『私事化（privatization）』という社会の動向が

ある」 と森田洋司が指摘し、教育の領域においては

「人々は、個人の人格の完成や自己実現と幸福の追求

のために学校教育を受けるという意識が強まり、これ

からの国家や社会づくりの担い手となって社会に参画

し寄与するために教育をうけるという側面について希

薄になってきている。」 と述べている。
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このように、その時代の社会的な背景のもとに、そ

れぞれの生徒指導の基本書が作成されたと考えられ

る。しかし、石田清美（2010）は「生徒指導」の概念

や理論について必ずしも明確で統一的に用いられてい

ないと指摘している 。

上寺久雄は、学校における生徒指導のあり方を３つ

の原則で共通するもの（一つの方向性と可能性・課題

性を示したもの）をあげている。「第一は、人間尊重の

精神をどこまでも生かしつづける原則であり（個別性

の原則…筆者挿入）、第二は、協力、集団の精神をどこ

までも生かしつづける原則であり（協力化・集団化の

原則…筆者挿入）、第三は、科学の精神をどこまでも生

かしつづける原則であろう（合理化・能力化の原則…

筆者挿入）」と述べている。これらの視点が今回の『生

徒指導提要』ではどのように表現されているか検討し

てみる。

また、文部省の『生徒指導の手引』（1981）の冒頭に

「生徒指導は、学校がその教育目標を達成するための

重要な機能の一つである」と記述されている。これは

教育課程を構成する領域ではなく、すべての教育活動

に働きかける「機能」であると意味づけができる。こ

のことは、昭和30年頃に生徒指導の概念が、「機能概念」

か「領域概念」なのか論争 があったが、機能的意味に

おいても領域的意味においても生徒指導が成立してい

ると上寺久雄は指摘しているが、『生徒指導提要』では

どのように把握されているか検討する。

この点について、八並（2008）は、「生徒指導機能論」

の「機能」という表現は、抽象的で分かりにくく、生

徒指導の概念や理論の不明瞭さ、その機能の具体性、

「何を、どのようにするのか」という疑問が生まれて

くると指摘している 。

このように生徒指導の基本書が、さまざまな社会的

影響等の理由により改定、新しく作成されると、生徒

指導の概念やその理論の表現上の変化があり、その変

化を検討することで「生徒指導」の特徴の一端が明ら

かになると考えられる。このことは、石田が『生徒指

導の手びき』と改訂版である『生徒指導の手引』の文

書を比較して、間接的に「生徒指導」理論を解明しよ

うとした先行研究がある。その研究結果は、①表現の

改訂や補足説明的な改訂、平仮名の漢字化などが主で、

「生徒指導」の概念や理論そのものについて大幅な改

訂はなかった、②「生徒指導」は機能論としながらも、

現実対応の観点から校務分掌の中に生徒指導体制を位

置付け、生徒指導の活動を明確にしたことを指摘して

いる 。

そこで、本研究は、『生徒指導の手引』（1981）と『生

徒指導提要』（2010）における同一項目での文章表現を

比較し、29年ぶりに書き換えられた生徒指導の基本書

の変化を明らかにしたい。

２ 「生徒指導の意義」の記述比較する意味

『生徒指導の手引』（1981）の目次では、「第１章 生

徒指導の意義と課題」に「第１節 生徒指導の意義」

「第２節 生徒指導の課題」、「第２章 生徒指導の原

理」に「第１節 生徒指導の基礎としての人間観」「第

２節 自己指導の助成のための方法原理」「第３節 集

団指導の方法原理」「第４節 援助指導のしかたに関す

る原理」「第５節 組織・運営の原理」となっている。

また、『生徒指導提要』（2010）の目次では、「第１章

生徒指導の意義と原理」に「第１節 生徒指導の意義

と課題」「第２節 教育課程における生徒指導の位置づ

け」「第３節 生徒指導の前提となる発達観と指導観」

「第４節 集団指導と個別指導の方法原理」「第５節

学校運営と生徒指導」となっている。

『生徒指導の手引』（1981）の「第３章 青年期の心

理と生徒指導」、「第４章 生徒理解」と続き、『生徒指

導提要』（2010）では、「第２章 教育課程と生徒指導」、

「児童生徒の心理と児童生徒理解」とそれぞれ生徒指

導の各論的視点からの論述と考えられる（表）。

共通の目次項目は『生徒指導の手引』（1981）と『生

徒指導提要』（2010）の「生徒指導の意義」の項目であ

り、その記載カ所が最初の頁に置かれていることから、

生徒指導の基本書における「生徒指導」の概念を規定

する重要な項目部分であると考えられる。よって、「生

徒指導の意義」の文章表現を詳細に比較検討すること

により、生徒指導の基本書の変化の一部を明らかにす

る。

３ 生徒指導の意義と機能論

生徒指導の意義を、『生徒指導提要』（2010）では、

「第１章 生徒指導の意義と原理」、「第１節 生徒指

導の意義と課題」「１ 生徒指導の意義」の冒頭で「生

徒指導とは、一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個

性の伸長を図りながら、社会的資質や行動力を高める

ことを目指して行われる教育活動のことです」 と表

現されている。

この表現と類似したものが『生徒指導の手引』（1981）

においてある。それは、生徒指導の意義を、多方面の

角度から考えた２項目の「２ 生徒指導は、一人一人

の生徒の人格や価値を尊重し、個性の伸長を図りなが

ら、同時に社会的な資質や行動を高めようとするもの

である」 という表現である。

この二つの文章表現における違いは次の４点であ

る。①「生徒」（『生徒指導の手引』1981）が「児童生

徒」（『生徒指導提要』2010）に変更されている。これ

は、児童生徒の問題行動等は近年複雑化・多様化する

とともに、低年齢化が進んでいることなどが課題とな

り、小学校段階から高等学校段階までの組織的、体系

的な生徒指導を基本書として書いたためである 。②

「人格や価値を尊重し」（『生徒指導の手引』1981）が

「人格を尊重し」（『生徒指導提要』（2010））となり「価

値」という言葉を削除されている。『生徒指導の手引』

（1981）のその後述において、「能力の高い生徒にはそ

れにふさわしい指導が行われ、能力の低い生徒にもそ

84

『生徒指導の手引』（1981年）と『生徒指導提要』（2010年）の比較研究



れにふさわしい適切な指導や援助が行なわれることに

なる。…（中略）…もちろん、それが人格の価値的な

差別になってはならない」で記述されている 。「人格

の価値的な差別」という表現から推測すると、生徒の

学習能力に応じた指導は人格の価値を尊重していると

いうことを意味していると考える。③「高めようとす

るものである」（『生徒指導の手引』（1981）） が「高

めることを目指して行われる教育活動のことです」

（『生徒指導提要』（2010）） と記述され、生徒指導が

教育活動の中で重要な位置づけをされていることを明

確にしたと考えられる。④全文章を通じて、表現が『生

徒指導の手引』（1981）は常体（「である」調）であり、

『生徒指導提要』（2010）では敬体（「です・ます」調）

に変化している。これは、『生徒指導の手引』（1981）

のまえがきに「本書は、校長、教頭、学級担任・ホー

ムルーム担任の教師はもとより、すべての教師に生徒

指導について基本的に正しい理解をもってもらう…省

略…」というように学校内の教員を対象に書かれたも

のから、『生徒指導提要』（2010）のまえがきに「児童

生徒にかかわるすべての教職員や教育委員会を始めそ

の他教育にかかわる多くの関係者などに読まれ…省略

…」と学校外の関係者をも対象に含んだことが影響し

ているように推測する。

次に『生徒指導の手引』（1981）では、生徒指導の意

義をどのように表現されているかみると「生徒指導の

意義は、このような青少年非行等の対策といった言わ

ば消極的な面にだけあるのではなく、積極的にすべて

の生徒のそれぞれの人格により良き発達を目指すとと

もに、…省略…」 と記述されている。これは「積極

面の生徒指導（結果的には、事前の非行防止に役立つ）」

と「消極面の生徒指導（直接的な非行対策）」という二

つの意味で「生徒指導」の意義が機能論から表現され

ている 。

また、前述の文章（『生徒指導の手引』（1981））の後

半部分における「積極的にすべての生徒のそれぞれの

人格により良き発達を目指すとともに、学校生活が、

生徒の一人一人にとっても、また学級や学年、更に学

校全体といった様々な集団にとっても、有意義にかつ

興味深く、充実したものになるようにすることを目指

すところにある」 という表現は、『生徒指導提要』

（2010）の「第１章 生徒指導の意義と原理」、「第１

節 生徒指導の意義と課題」「１ 生徒指導の意義」の

冒頭「生徒指導とは…」の後に続く「すなわち、生徒

指導は、すべての児童生徒のそれぞれの人格のよりよ

き発達を目指すとともに、学校生活がすべての児童生

徒にとって有意義で興味深く、充実したものになるこ

とを目指しています」 という表現と類似している。

その類似した文章表現の違いをみると①『生徒指導

の手引』（1981）の「積極的に」という表現が省かれて

いる。これは、『生徒指導提要』（2010）において「積

極面の生徒指導」を前提として表現している。②『生

徒指導提要』（2010）において「生徒の一人一人にとっ

ても、また学級や学年、更に学校全体といった様々な

集団にとっても」という文章が省かれて表現されてい

る。『生徒指導の手引』（1981）「第１節 生徒指導の意

義」の記述では、「集団」と「生徒の一人一人」という

用語が多用（「集団」という用語は10箇所、「一人一人」

という用語は３箇所）され、『生徒指導提要』「第１節

生徒指導の意義と課題」（2010）においては、「集団」

という用語は１箇所、「一人一人」という用語は１箇所

のみ使われている。このことは、生徒指導提要では、

集団と「生徒の一人一人」を対比させて表現すること

に重点をおく論理ではなくなっているように推察す

る。

４ 実現（自己決定・自己選択）と自己指導能力

『生徒指導の手引』（1981）の「積極面の生徒指導」

について『生徒指導提要』（2010）においては次のよう

な文章の中に記述されている。

「各学校においては、生徒指導が、教育課程の内外

において一人一人の児童生徒の健全な成長を促し、児

童生徒自ら現在及び将来における自己実現を図ってい

くための自己指導能力の育成を目指すという生徒指導

の積極的な意義を踏まえ、学校の教育活動全体を通じ、

その一層の充実を図っていくことが必要です」

「生徒指導の積極的な意義」は「児童生徒自ら現在

及び将来における自己実現を図っていくための自己指

導能力の育成を目指す」ことによって成り立つと考え

られている。

では、『生徒指導提要』（2010）で初めて使用された

「自己指導能力」という言葉は、『生徒指導の手引』

（1981）では、この意味内容に近い表現が使われてい

るものがないかを検討をしてみる。

『生徒指導の手引』（1981）において「生徒指導の意

義を、多方面の角度から考えるため次のような５点か

ら詳細に記述する」の「１」の文章から「現状を基礎

にしながらも、そのような正常な、より健康な発達と

いうような積極的な指導や援助に重点がおかれるとい

うことである。反面、このことは、当然当面する問題

のより良い解決の能力の発達に連なるものであること

は言うまでもない」 という表現がある。

この「より健康な発達というような積極的な指導や

援助」が『生徒指導提要』（2010）の「生徒指導の積極

的な意義」とほぼ同じ意味内容を持っていると考えら

れ、「問題のより良い解決の能力」は「自己指導能力」

の意味内容の一部触れていると推測できる。それは『生

徒指導提要』（2010）の「②自己指導能力の育成」にお

いて自己指導能力を「自分で自分を指導していくとい

う力」 と表現をしていることより「問題のより良い

解決の能力」と言う表現とは関係つけることができよ

う。

次に、『生徒指導提要』（2010）では「自己実現の基

礎にあるのは、日常の学校生活の場面における様々な

自己選択や自己決定です」 と表現され、「ただし、自

己決定や自己選択がそのまま自己実現を意味するわけ
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ではありません」 と記述されている。そこには、自

己決定や自己選択がそのまま自己実現を意味するとい

う単純な論理展開ではなく①将来における自己実現を

可能にする力がはぐくむために、よく考えること、不

本意なものになっても真摯に受け止めること、自らの

選択や決定に従って努力すること。②集団や社会の一

員として認められるため、「選択や決定の結果が周りの

人や物に及ぼす影響や、周りの人や物からの反応など

を考慮しようとする姿勢が大切」 あることが記述さ

れている 。

では、『生徒指導の手引』（1981）において「自己実

現」についてどのように表現されているかというと「生

徒指導は、生徒の自主性、自発性を土台にしながら、

社会性の発達を図るという考え方に沿って進めていく

ように努めることが大切である。よく言われる自己実

現も、社会の成員としての自覚に基づく、社会の一員

としての自己実現であることは言うまでもない」 と

表現されている。

このように『生徒指導の手引』（1981）においては、

「自己実現」について生徒の「自主的、自発性」に触

れながら表現されている。しかし、『生徒指導提要』

（2010）においては「自主性・自発性」の表現を使わ

ず、「自己決定・自己選択」の用語を使用し、「自己実

現」の概念を「決定」「選択」という「行為・行動」を

意味する言葉で表現している。具体的には「不本意な

ものになっても、真摯に受け止める」「選択や決定の結

果が周りの人や物に及ぼす影響や、周りの人や物から

の反応などを考慮し」という場面設定を入れ、『生徒指

導の手引』（1981）で述べられている「自主性、自発性」

という抽象的な表現からで自己実現と結びつけた論理

展開から具体化された表現に進んできていると推察で

きる。

５ 「計画的な生徒指導」による「一定水準の共通した

能力」と「個性のさらなる伸長」

『生徒指導提要』（2010）において「発達の段階に応

じた自己指導能力の育成を図るには、各学校段階や各

学年段階、また年齢と共に形成されてくる精神性や社

会性の程度を考慮し、どの児童生徒にも一定水準の共

通した能力が形成されるような計画的な生徒指導が求

められます。他方で、個々の児童生徒の発達状況を踏

まえた個別の指導や援助も大切です。…中略…。共通

性を基盤に据えつつ個性のさらなる伸長を図っていく

ためには、学校が組織として計画的に生徒指導を行っ

ていくことが必要なのです」 と記述されている。こ

こに「共通性の基盤」と「個性の伸長」という相異な

る方向性の目的を計画的に生徒指導を行う必要性を述

べている。

この「個性の伸長」については『生徒指導の手引』

（1981）においても記述されており「個性の伸長は、

生徒指導の基礎であると同時に目標でもある。個性の

伸長としての生徒指導を進めるということは、…中略

…それぞれが自己の特性を生かしながら、集団や社会

を構成する良き成員として、集団生活や社会生活を円

滑に進めていけるような資質や能力・態度の発達を

図っていくということである」 と表現されている。

このように、『生徒指導提要』（2010）においては「一

定水準の共通した能力が形成され」や「共通性を基盤」

を持ちつつ「個性のさらなる伸長」を図ると記述され、

『生徒指導の手引』（1981）においては、「個性の伸長」

と「集団生活や社会生活を円滑に進めていけるような

資質や能力・態度の発達を図っていく」と記述され同

じ意味内容をもつように見えるが、その実現のために、

『生徒指導提要』（2010）では「計画的な生徒指導を行っ

ていく」と表現され、『生徒指導の手引』（1981）では

「強く、正しく生きる能力や態度の発達を助成するた

めの積極的な訓練」 と表現されていることより、そ

の実現方法が異なることが理解される。

つまり、『生徒指導の手引』（1981）の「積極的な訓

練」による「実際に即した指導」 という外面的な刺

激を中心として進められ、『生徒指導提要』（2010）に

おいては「自己指導能力」という内面的な育成が「計

画的な生徒指導」により進められると考えられる。

６ 考察

①「生徒指導の意義」における表現において、『生徒指

導の手引』（1981）から『生徒指導提要』（2010）生

徒指導を領域的にみることより、機能概念としてよ

り明確に表現しているように推察する。

また、生徒指導の意義について、青少年の非行等

の対策をという消極的な対応から、子どもたちの一

人一人の人格によりよい発達を促すことを目指すこ

と（『生徒指導の手引』（1981））から児童生徒自らの

自己実現を促すための自己指導能力の育成を目指す

こと（『生徒指導提要』（2010））へ変化している。す

なわち、この「自己指導能力」が生徒指導の機能概

念を特徴づけ、新しい生徒指導の基本書の特徴をあ

らわす言葉であると考えられる。

②自己実現と自己指導能力について、『生徒指導の手

引』（1981）と『生徒指導提要』（2010）を考察した

が、それぞれ自己実現を図っていくために、前者は

生徒の「自主性 、自律性 、自発性 」を土台に

しながら自己指導の発達を図ると表現され、後者は

「自己選択力、自己決定力」を育む自己指導能力の

重要性を表現されている。これらの表現の違いは、

前者は、生徒一人一人に自主性、自律性、自発性を

育てていくという外部からの刺激で育成するもので

あり、後者は、児童生徒にもともと備わっている選

択能力、決定能力を発達段階に応じて、伸ばすとい

う内的要因を意味していると解釈できる。

③「個性の伸張」と「共通性の基盤」という相異なる

２つの方向性を持つ生徒指導の意義を論理化するた

めには、それぞれの生徒指導の基本書は改訂、作成

されるにあたり、新しい用語や表現で合理化してい
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くと考えられる。今回の『生徒指導提要』（2010）は、

前述した上寺久雄の生徒指導のあり方３原則に沿っ

て考えると、「個別性の原則」と「協力化・集団化の

原則」を「自己指導能力」という言葉により「合理

化・能力化」したと考えられる。しかし、この自己

指導能力の概念が明確にされていないところに相反

する方向性を表面的に曖昧なまままとめる役割を果

たしている。

７ 「まとめ」と「今後の課題」

『生徒指導提要』（2010）と『生徒指導の手引』（1981）

における「生徒指導の意義」についてのみ、文章表現

の比較検討をおこなった結果、今回作成された『生徒

指導提要』（2010）の特徴は以下の３点である。

①表現が常体から敬体に変化している。読者の対象の

拡大が一部関係していると推測する。

②「自己指導能力」という用語が、明確に概念が示さ

れていないことは、「個性の伸長」と「共通性の基盤」

という相異なる２つの方向性をつなぐ役割を果たす

こととなる。

③「強く、正しく生きる能力や態度の発達を助成する

ための積極的な訓練」という訓育的側面が強調され

ていたが、「学校が組織として計画的に生徒指導を

行っていく」という表現に変わり、教科指導と教科

外指導の領域的概念を曖昧にし、生徒指導の陶冶と

訓育の機能も曖昧にしている。これは私事化という

社会動向に対応させるためである。

今後の課題として、生徒指導の課題、原理について

比較検討し、生徒指導総論と各論とのつながりを考察

することで『生徒指導提要』（2010）の特徴をより明ら

かにしたい。
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道
徳
教
育
に
お
け
る
生
徒
指
導

第
３
節

総
合
的
な
学
習
時
間
に
お
け
る
生
徒
指
導

第
４
節

特
別
活
動
に
お
け
る
生
徒
指
導

第
３
章

児
童
生
徒
の
心
理
と
児
童
生
徒
理
解

第
１
節

児
童
生
徒
理
解
の
基
本

第
２
節

児
童
期
の
心
理
と
発
達

第
３
節

青
年
期
の
心
理
と
発
達

第
４
節

児
童
生
徒
理
解
の
資
料
と
そ
の
収
集

第
４
章

学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
体
制

第
１
節

生
徒
指
導
体
制
の
基
本
的
な
考
え
方

第
２
節

生
徒
指
導
の
組
織
と
生
徒
指
導
主
事
の
役
割

第
３
節

年
間
指
導
計
画

第
４
節

生
徒
指
導
の
た
め
の
教
員
の
研
修

第
５
節

資
料
の
保
管
・
活
用
と
指
導
要
録

第
６
節

全
校
指
導
体
制
の
確
立

第
７
節

生
徒
指
導
の
評
価
と
改
善

第
５
章

教
育
相
談

第
１
節

教
育
相
談
の
意
義

第
２
節

教
育
相
談
体
制
の
構
築

第
３
節

教
育
相
談
の
進
め
方

第
４
節

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
専
門
機
関
等
と
の
連
携

第
６
章

生
徒
指
導
の
進
め
方

Ⅰ
児
童
生
徒
全
体
へ
の
指
導

第
１
節

組
織
的
対
応
と
関
係
機
関
等
と
の
連
携

第
２
節

生
徒
指
導
に
お
け
る
教
職
員
の
役
割

第
３
節

守
秘
義
務
と
説
明
責
任

第
４
節

学
級
担
任
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
担
任
の
指
導

第
５
節

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立

第
６
節

校
内
規
律
に
関
す
る
指
導
の
基
本

第
７
節

児
童
生
徒
の
安
全
に
か
か
わ
る
問
題

Ⅱ
個
別
の
課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ
の
指
導

第
１
節

問
題
行
動
の
早
期
派
遣
と
効
果
的
な
指
導

第
２
節

発
達
に
関
す
る
課
題
と
対
応

第
３
節

喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用

第
４
節

少
年
非
行

第
５
節

暴
力
行
為

第
６
節

い
じ
め

第
７
節

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
に
か
か
わ
る
課
題

第
８
節

性
に
関
す
る
課
題

第
９
節

命
の
教
育
と
自
殺
の
防
止

第
10
節

児
童
虐
待
へ
の
対
応

第
11
節

家
出

第
12
節

不
登
校

第
13
節

中
途
退
学

第
７
章

生
徒
指
導
に
関
す
る
法
制
度
等

第
１
節

校
則

生
徒
指
導
提
要
（
20
10
年
）

な
お
、
初
版
と
改
訂
版
の
違
い
は
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
る
文
言
の
変
更
、
一
部
章
構
成
(６

、
７
、
８
章
)の

変
更
。
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『生徒指導の手引』（1981年）と『生徒指導提要』（2010年）の比較研究


